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東京医大事件の報告書が出されて1年が経過

した．その報告書を読んだときまず感じたこと

は，医療者側にとって非常に厳しい内容という

ことである．それまでわが国では，100人の医

師のうち99人までは犯さないような重大なミ

スでなければ問題はないと えられていたのに

対し，東京医大の事件では明らかなミスはない

のに責任が追及されたからである．

今月から6ヵ月にわたって掲載する本連載の

著者は，東京医科大学病院心臓手術調査委員会

の委員長を務められた古瀬彰先生である．古瀬

先生はそれ以前にも横浜市大の患者取り違え事

件の外部調査委員など，数々の事件に直接・間

接にタッチした経験を有する．さらに著者は，

2001年7月に公表されたブリストル病院事件

の報告書を読み， 医療の質」をどのように保

証するかということが東京医大事件の本質であ

ると認識するにいたったのである．ブリストル

病院事件とは，英国にある病院の乳児心臓手術

の成績が著しく不良であったのに長年放置さ

れ，結果的に多くの患児を死亡させて大問題と

なったもので，英国政府は特別調査委員会を設

置し約3年にわたって詳細な調査を行わせた．

実際の報告書は500ページを超す長大な文書で

あるが，古瀬先生はそれを要領よくまとめてお

り，むずかしい統計学の話もわかりやすく解説

されている．本連載はこの報告書を基礎に，こ

れまで著者が経験した数々の事件をたどりつ

つ，病院管理者の責任から若手医師の教育まで

幅広く解説しており，わが国の医療関係者に医

療安全に対する意識改革を迫るものとなってい

る．

本連載を読むと，東京医科大学病院心臓手術

調査委員会のメンバーがきわめて周到な準備を

行ったうえで，深い洞察力をもって先の報告書

を作成したことがよく理解できる．さらに，医

療に従事するものは常に患者の立場に立ち，医

療の質の保証の重要性を深く自覚することが何

よりも大切であり，その点でわれわれの意識が

欧米諸国の基準からどれほど遅れているかを痛

感させられる．わが国の病院機能評価でも，医

療の質やその向上に対する努力を評価する項目

が入っているが，実際にこれをきちんと行って

いる施設はまだきわめて少数に限られるであろ

う．

本連載は従来の学術医学雑誌の範疇を多少は

み出る内容であり，本誌に掲載する必要性につ

いては十分検討した．その結果，医療をとりま

く状況はここ数年をとっても厳しい方向に大き

くかわりつつある中，今後の医療を遂行するに

あたっての道しるべともなるべき本連載を，と

くに高リスクな手術を扱うことが多い胸部外科

領域の専門誌で扱うことは適切であり，時代の

要請にもかなっていると判断した．ぜひ熟読さ

れることをおすすめしたい．本連載の内容を読

者がよく理解し，明日からの医療の改善に少し

でも役立てていただければ幸いである．
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